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数理解析研究所講究録は，京都大学数理解析研究所の共同利用研究集会および共同

研究の記録として 1964年に刊行が開始されました．現在の共同利用共同研究拠点

(2010年発足) の前身である，全国共同利用研究所として当研究所が発足した翌年

のことでしたが，以来半世紀，毎年数十巻を刊行し，2012年には第 1800巻が刊行さ

れるに至りました．第 1巻から第 1840巻までに収録された論文数は 26,808編，総頁

数は 317,199頁という膨大なものであり，最先端の数学数理科学分野の研究状況

を伝えるのみならず，我が国の数学数理科学の発展の歴史を留める文献として，

他に類例を見ない論文集となっています．

講究録の内容は当研究所のウェブサイトおよび京都大学の学術情報リポジトリにお

いても公開され，年間の総アクセス数は 1,254,383回 (2012年度) を数えるなど，多

数の方にご利用いただいています．

講究録の使用言語は論文著者の判断に任されていますが，結果的に日本語が多用さ

れていることが特徴の一つとなっています．その結果，講究録は，数学数理科学

の広い領域における最先端の専門知識に母国語でアクセスできるものとして，近年

の英語化の流れの中で，重要な文献となりつつあります．

当研究所の共同利用事業に参加し講究録の論文を執筆していただいた多数の方々に

対し，講究録を大きく成長させていただいたことを深く感謝いたしますとともに，

これからも，当研究所の共同利用共同研究拠点としての活動にご参加いただき，

講究録の発展にご協力いただけますよう心よりお願い申し上げます．
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巻頭言

研究代表者 : 関西大学・環境都市工学部 木村俊一 (Toshikazu Kimura)

Faculty of Environmental & Urban Engineering

Kansai University

不確実環境下にある社会システムにおいて，我々は様々な意思決定問題に直面している．原油

市場価格の不確実性の下で，原油採掘事業を開始すべきかどうか？地球温暖化の推移や温暖化に

よって被る損害の不確実性の下で，温室効果ガスの排出を削減する環境政策が複数存在する場合，

国などの経済主体はどの政策をいつ実施すればよいか？長期低落傾向にある不動産市場の動向を

踏まえて，計画中の都市再開発事業を進めるべきかどうか？こうした不確実環境下にある投資プ

ロジェクトにおける意思決定は，企業あるいは公共事業体の財務に関する最重要テーマの- つで

あり，戦略的な取り組みが求められる．

数理ファイナンス理論は，単にファイナンスにおける派生資産の価格付けやポートフオリオ選

択のためのツールにとどまらず，このような戦略的意思決定問題においても強力な解法ツールと

成り得ることが明らかになってきている．しかし，完備市場として定式化される問題に対してす

ら，意思決定支援ツールとして十分に研究・整備されているとは言い難い現状では，非完備な実

物資産市場においては，数学的に多くの問題が未解決のまま残されている．本研究集会の目的は，

こうした問題に対する新たな数理モデルを構築し，解析的あるいは数値的な意思決定支援ツール

を開発することにあり，さらに理論研究者と応用研究者との間の研究交流を一層促進することに

ある．

本年度は，研究代表者によるチュートリアル，外国人留学生による 2件の発表も含めて総数 11

件の発表が行われた．保険 不動産，公害，特許訴訟などの意思決定問題へのリアルオプション

の応用，非対称あるいは曖昧な情報下での投資問題，数理ファイナンスの理論的研究，さらには

信用リスクに関する実証研究に至る多彩な研究発表が行われた．本講究録には，投稿中のために

採録できない 2編を除く 9編の論文が収められている．例年になく若手・中堅研究者の発表が主

となり，活気のある議論が展開された．特に，金融界からの 2件の発表に対しては発表終了後も

活発な意見交換が行われ，当初の目的である理論研究者と応用研究者との間の研究交流を十分に

果たせたと考えている．
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